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｢江戸藩邸内学校の研究（－)」

``AStudyofSchoolsinFeudalLords，Ｅｓｔａｔｅｓ

ｉｎＥｄｏ(1)，,

出中克佳＊

KCzts秘"０s〃TCL〃α〃ａ

ＴｈｅｒｅｗｅｒｅｒｅａｌｌｙｍａｎｙｍｅａｎｓｏｆｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｌｌＥｄｏｏｆｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｆＥｄｏ・Ｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓ

ａｎｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｏｎｔｈescboo1sillfeudalIords，ｅｓｔａｔｅｓｉＩ１Ｅｄｏｗｈｉｃｈａｒｅｏｎｅｏｆｓｕｃｈ

Ｉｎｅａｎｓ．

（１）ItgoeswithoutsayingthattherewerenotsuchschoolsilIalllords，estates・How

manylords，estateshadsucbschools？

（２）Whatimagescanwehaveofeducationalsituationoftheseschools？

（tobecontinued）

（３）Andinconnectionwiththisinvestigation，ｈｏｗｗａｓｔｈｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｏｆｃｌａｎｓｍｅｎａｎｄ

ｔｈｅｉｒｃｈｉｌｄｒｅｎｉｎＥｄｏｃａｒｅｄｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｎｏｓｕｃｈｓｃｈｏｏＩｓ？Moreoverwhatrelationhad

thecommonpeopletosuchschools？（tobecontinued）

Materialsforthisstudyareprincipally“ＮＩＨＯＮＫＹＯＨｌＫＵＳＨＩＳＩＲＹＯＨ（MateriaIsfor

JapaneseEducationalHistory)”editedbytheMinistryofEducationｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｆＭｅｉｊｉ．

そいわゆる藩校に相当することになる。

江戸藩邸内に設けられた学校の一例として，中津藩士

福沢諭吉の蘭学塾（藩命により江戸築地の中津藩中屋敷

でＩＩＭ塾|｢編翁自伝｣]）が想起される。

もちろん，すべての藩の江戸藩邸に学校の設けがあっ

たわけではない。どの程度の藩に，この柿の設けがあっ

たのか。この種の学校の教育事情についてどの程度のイ

メージをもつことができるのか。また，関逃して，この

繩の学校を設けなかった藩の場合，江戸在住の子弟・藩

士の教育はどのように配慮されたか。この極の学校と江

戸庶民との関係はどのように把握されるか。やや某体的

には，これらのことをとくに江戸期１こついて探るのが本

硫の１１１杓である。

第１車姿料について－｢日本教育史賓料」「江戸藩邸

内学校等二係ル諸件」

本研究は，『１１本教育史資料」（以下「史資料」と略す）

を１１'心に研究を進める。「日本教育史資料」とは，周知

のように，文部省が「明治十六年報告局二命スルニ本邦

教育史編纂ノ事ヲ以テ先ツ資料ノ蒐集二着手セシメ同年

はじめに

江戸時代の都市江戸には，実に様々の教育機関が成立

している。本稿は，それらの中で，江戸幕府の重要政策

の一つであった参勤交代制の落し子ともいうべき江戸藩

邸内学校について調査を試ゑるものである注1．

参勤交代制とは，諸大名の定期交代の江戸参勤と封地

在国を制度化した江戸時代の大名統制策の一つ注2であ

るが，したがって，都市江戸の藩邸には，藩主とその子

女のことはいうまでもなく，常時各藩の藩士の一部が住

んでいたし，また江戸で生まれ育つ藩士の子弟もいたわ

けであり，これらの人びとへの教育は，とうぜん配慮の

対象であった。
Ｕよう▲

ところでまﾌﾟt二，江戸に常住して就封しない「定府」と

いうことがあった。幕府の要職にある大名，旗本。ご家

人，江戸藩邸詰めの大名の家臣などが江戸に定住した。

また，定府の藩というものもあった注3゜この繩の藩の場

合，本拠はいわば江戸にあったから，江戸藩邸内学校こ

＊慶應義塾大学文学部教授（教育史）
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二月各府県二達シ府県庁及上学校等所蔵ノ|日記其他iii儒

ノ私記古老ノロ碑二資リテ学制頒布前二係ル学事ノ譜項

ヲ調査セシメ又諸官衙及上旧藩主等二照会シ其貯蔵ノ|日

記ヲ借覧スルヲ約シ筍モ古来我力邦ノ教育二係ル書ハM11

大択ハス之ヲ蒐集シ以テ此編纂ノ資料二供セン」（｢緒

言」ｐ、１）として蒐集を企てた，日本教育史！とくに近

世日本の教育政策，教育,機関，教育内容，教育方法，就

学状況，教育思想などの変遷・発達を知る上で欠くこと

のできない根本資料集である。資料九冊，附図二峡から

なり，初版は文部省報告局編纂・富山房発行でⅧ明治２３

年から25年にかげて出版された(３６年から37年にかけ

て再版）（昭和47年再ｌＷｌｌ脇lll書店版，本山幸彦「解説」

による)。

この「史資料」所収の内容は次の通りである。

「第一冊から第三冊の１MJ半(巻一一巻八)までは,府県庁

の報告にもとづく各藩学校の史料，第三冊の後半(巻九）

は，全国的な郷校史料である。第四冊(巻一○一巻一一）

は旧藩主の報告による諸藩の教育史料が参照として収録

され，それに藩儒の小伝が入っている。第五冊（巻一二

一巻一五）は主として諸家の教育意見，改lI1f論。第六１１１｝

(巻一六一巻一八）は図解をつけた祭儀の史料で，第七

冊（巻一九一巻二一）は昌平校，和学所，医学所ｐＩＷ成

所など幕府教育機関，天領の諸学校が集められている。

第八冊は前半（巻二二）に維新後のものをもふくむ教育

論。第八冊後半と第九冊（巻二三一巻二五）は，杁塾，

寺子屋のリストと，各地の有名な私塾の塾則及び，学

者，武芸者の小伝が収録されている｡」（同前）

「史資料」所収内容の大要は以上の通りであるが，さ

らに立ち入って文部省の調査事項の詳細を知るために，

｢取調要目」「取調要項」に回答するに当たって参照すべ

<文部省が例示した事柄がどのようものであったかを示

しておこう。

「参照

第壱号府県

今般当省二於テ教育沿革史編纂候二付府県庁及学校所

蔵ノ旧記類其他前儒ノ私記古老ノロ碑二資リ学制頒布

前二係ル左記ノ諸項取調本年八月限可差出此旨相達侯

事

文部卿福岡孝弟代理

明治十六年二月五日大蔵卿松方正義

鍬４０号１９９４

等ノ名義ヲ以テ徴課セシ間接ノ禄税ヲ免除スルカカロ

キ奨励法等其他蓋藩学事ノ状況ヲ観察スルニ足ルノ

事項アラハ之ヲ併記スヘシ

士族卒ノ子弟教育方法

藩立学校へ必ス入学セシメシヤ各１ヨノ意向二任セ家

塾等ニテ修学スルマヲ許可セシヤ藩費ヲ以テ他国へ

遊学セシメ若少､私費遊学ヲ許可シタルー|アリシヤ

或/､全ク学事二干与セシＴナキノ類ヲ詳記シ且其藩

士ヲシテ生徒ト共二講義ヲ聴聞センムルノ制アラハ

亦併記スヘシ

平民ノ子弟教育方法

家塾寺子屋ニテ修学セシノミナルヤ藩立学校へ入学

スルマヲ許可セシヤ或ハ腱民等へ学事二従事スルマ

ヲ禁止セシヤノ類ヲ詳記スヘシ

家塾寺子屋設置ノ制度

家塾寺子屋ヲ開設スルモノハ奉行郡宰里正等ノ許可

ヲ受ケシヤ或ハ他ノ検束ヲ受クルナク何人タリトモ

自由二開設スルヲ得シヤノ類ヲ詳記スヘシ

右ノ外蓋藩学事上ノ事項ニシテ編史ノ資料及上参考二

供スヘキモノハ之ヲ蒐録スヘシ但１１1幕領内二係ルモノ

ハ本項二依遵シテ棡査スヘシ

○

Ⅱ]何藩立学校取調要項（江戸藩邸内ノ学校等二

係ル諸件ハ本項二準シテ取調フヘシ）

学校名称

設立以来名称二変更アラハ之ヲ記戟スヘシ

校舎所在ノ地名

移転等ハアラハ其旧趾二係ル事項ヲモ記救スヘシ

沿革要略

学校創立ノ年代及上事蹟学事隆興ノ原因及上事実

（例へハ|u藩主某時代二於テ儒学ヲ尊崇セシヲ以テ

学事拡張セシノ類）学校設立二尽力セン人物ノ氏名

行事又ハ該校二関係アル箸名ナル学士ノ氏名小伝

（事業学派著書等）ヲ詳記スヘシ

教則
百Fマ

教科用書及上授業ノ方法||順i序時間等ヲ詳礼[記？］ス

ヘシ

学科学風試験法及上諸刷り

和学，漢学，洋学．医学（漢洋）算法，筆道，習礼

及上兵学，弓，馬，槍，剣，砲術，柔術，勝泳等其

学校ニテ教授セン科目ヲ列記シ又生徒ニハ必ス文武

両道ヲ兼修セシメシヤ文学ト武術卜程度ノ比例,､如

何ナリシヤ（例ヘハ四書ノ大義二通スルモノハ武術

ノ免許以上二当ルノ類）或/､其一科ヲ専修スルマヲ

旧何藩学制沿革取調要目

藩内学事上ノ諸制度

藩主ノ布令論達及学業上達ノ者ニハカⅡ役米又ハ引米
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授業ノ順序

教科書用（寺子屋/､習字及上読書用書）

学習年限

束附謝儀

塾主ノ行事及上著書蔵書′IMI類部数（寺子屋,､著書以

下ヲ欠ク）

塾主ノ身分

沿jih略及上雑事

極メテ盛ナリシ年代（寺子屋'､之ヲ欠ク）

調査セシ事実計数二関スル年代

以上家塾寺子屋ノ諸項ハ当省報告局ヨリ配付スル甲乙号

取調表二記載スヘシ但||]幕府領地内等ノ家塾寺子屋'､本

項二依遵シテ調査スヘシ」（同前「史資料一」ｐｐ､7-13゜

以下「①7-13」の様に略記する｡）

許可セシヤ且生徒学習ノ期限（例へハ年令何歳二至

リテ入学シ何とノ課程ヲ了へテ退学スルノ類）春秋

試験ノ法生徒賞肪授与ノ法其他生徒訓条罰則等学校

ノ組織及上状況ヲ観察スルニ足ルノ事項ヲ詳記スヘ

シ但入学許可ヲ得シ者ハ礼服箸用師範家へ回礼スル

ノ類二係ル儀式制規ヲモ記載スヘシ

職名及上俸禄

学校奉行学監教頭教授等ノ職名定員及上役料扶持米

額（維新前卜学制頒布前トノ両様ノ計査ヲ要ス）且

座席身分取扱等ノ件ヲモ記載スヘシ

職員概数

教員事務員門衙等学校二奉務セン人員（前二何シ）

ノ概数ヲ記載スヘシ

生徒概数

寄宿通学生徒（前二同シ）ノ概数及上寄宿生徒ノ定

員藩iHi自費ノ区別ヲ記jMiスヘシ

束脩謝儀ノ有無

学校経澱

一周年ノ学費ヲ米何千行金何千iIIjト定メ或/､学川何

町(前二同シ）ヲ付シテ学費二充テ又ハ学費ヲ藩士

二賦課スルノ類総テ其金穀ノ概額ヲ褐ケ且学事ノ張

弛ニヨリテ学瞬ノ増減等アリシモノハ其事実ヲモ記

載スヘシ

藩主臨校

藩主等臨校シテ識義聴,,Ⅱ生徒ノ試業ヲ為セシプアラ

ハ其事実概状ヲ記載スヘシ

祭儀

聖廟ノ設置アリテ釈糞釈菜ヲ執行セシプアラハ其礼

典ノ概状ヲ記紋スヘシ

学校構造及上建物図面

地坪建坪ノ概数ヲ記載スヘシ

学校ニテ出版翻刻セン書籍目次及上蔵書ノ種類部数

右ﾉｸﾄ学校二関スル'日記学校ノ紀事序文ノ類ニシテ

編史ノ資料又,､参考二供スヘキモノハ詳悉蒐録スヘ

シ但旧幕府領内等ノ学校モ本狐二依遵シテ調査スヘ

シ

○

Ⅱ]何藩領地内家熟（寺子屋）取調哩項

名称

所在地

塾主氏名

学科（寺子屋ハ兼テ教へシ科）

教niliノ数

生徒ノ概数

どのような事柄を，どの程度に詳しく取り凋くようと

したものであるか，おおよその理解は得ることができ

る。上記のような方針・準lWjの下に行われた調査・蒐集

ではあったが，この櫛の事業に当然避けられない蒐集資

料の網羅性・正確性の問題について，資料集刊行当時，

すでに問題点が指摘されていた。

『史資料」の「緒言」に，次のように述べられている。

｢抑々廃藩置県ノ際書奴散逸或へ烏有二帰セシモノ殊二

多クmシテヨリ又十余年ヲ経過セリ既往ノ事実ヲ網羅シ

テ精mliiノ調査ヲ為スコトノ困雌ナルハ間ヨリ論ヲ待タサ

ルナリ然ルー爾来両三年ニシテ進達スル所ノ調査書二行

余部二至しり綱査ノ方法へ精粗一ナラス間と教養ノ方法

学事ノ沿革等其ノ要領ヲ尽サ、ルモノアリト雌モイ十ノ八

九'､進達ヲ了シ僅二其ノーニヲ余スノミ是レ各府県ノ尽

力諸''1祷主其他ノ好意二由ルモノニシテ亦当該官吏力往

復照会尋問質疑其機ヲ誤マラスシテ蒐災二従事セルノ結

果タラスンヘアラス但如何セン残余ノー二分今二至テ遠

ヲ了セス荏杓数年資料蒐集ノ業功ヲ－賢二麓ク豈二遺憾

ナラスヤ夫レ然リ資料ノ進達ヲ欠クモノアリ調査ノ精密

ヲ欠クモノアリ」（①1-2）

また'11じく『史資料」所載の「１１本教育史資料調査報

告」は，次のように述べている。

｢往時大小二百八十余辮ノ諸家晩クモ維新ノ際二至リテ

ハ概子学校ヲ設ケ子弟ノ教養ヲ施セリ然ルー其学事ノ調

査未済ノモノ今価ホ四十藩アリ加之既済ノモノト雌モ之

ヲ文部竹定ムル所ノ調査要目二対照スレハ未夕其要領ヲ

悉サ、ルモノ少カラスシテ到底完全ナル史料ノ体裁二編

成シ難キ所アレハナリ」（①3）

この事実と，この時蒐集された資料のうち報告に採用
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されなかったもののあったことの発見の事実をふまえ

て，より完全な日本教育史資料集を目指す研究が，近年

試みられている（日本教育史資料研究会編「｢日本教育

史資料」の研究｣，1986，玉川大学lIl版部/同「｢日本教

育史資料」の研究２辮校編｣，1993,ｌ１ｉｊ前)。

木研究は，「史資料」にこのような'１１１題点があるにも

かかわらず，しばしば指摘されるように，この資料災が

近世日本の教育史研究上欠くことのできない第一級の資

料集であることにかんがゑて，ともかくこの「史盗料」

を利用することによって，上記の引用中に「江戸藩邸内

ノ学校等二係ル諸件'､本項二準シテ取調フヘシ」とある

この「江戸藩邸内ノ学校等二係ル諸件」について,凋査・

研究を試みるものである。

第２竃江戸藩邸内学校一覧

「日本教育史資料調査委員藤井書言｣の「日本教育史資

料調査報告」（剛I治22）（①8）は，「往時大小二ｉｒｉ八十餘

藩ノ諸家（略）概子学校ヲ設ケ子弟ノ教養ヲ加セリ然ル

ー其学事ノ調査未済ノモノ今価木四十藩アリ」といって

いる。

江戸時代の藩の数は,改易,移封,分領,あるいは注２

のような参勤交代の緩和による文久・ＩＵ]治の帰封などの

ために，同定的にliliえることは困難であるが，「史貸料」

の目次によって数えられる藩の数は２４４である注4゜

この数字の中にはり]治になって諸事情で成立した勝も

含まれるから，江戸時代に時限を限った場合の藩の数と

するには正確な数字ではないし，その江戸時代において

も上述の事情などによる増減があるからこの種の数字に

正確さを求めることは困難である。上記の数字を一応の

目安と心得て，以下，江戸期（慶応期までを江戸１０１とす

るが，９月８日に明治改元となる慶応４年は明治期とし

て扱う）の江戸藩邸内学校の調査を試みる。（なお，「史

資料」以外の資料・文献による江戸勝邸内学校について

も，先行研究など管見の及ぶ限りは組ZL込むことはいう

までもない｡）

「史資料」に江戸藩邸内学校の設けが有ったことが明

確に（若干暖味な富111藩および岡山藩を含む注5）示され

ていると判断される藤名を示すと次のようである。

【江戸藩邸内学校一覧】

第４０号１９９４

①江戸藤邸内学校の設けの有る藩名注６

淀，郡山，尼崎．桑名，神戸，鳥羽，名古屋，犬山

（慶応４年成立［下記一覧備考参照])，岡崎，福島，

浜松，掛川，沼津，田中，佐貫，鶴牧,一宮，佐倉，

多古，高岡，笠間，麻生，彦根，山上，野村（江戸

101は大lTi新ＩⅡ［畑村]藩。Iﾘj治２年野村藩と改称)，

郡上（宝暦８年成立の美濃国八幡藩。廃擢置県で郡

上藩となる)，高富，松代，龍岡（宝永８［＝正徳元］

年奥殿藤成立。文久３年陣屋を田野口に移し，田野

口藩成立。慶応４年藩名を龍岡に変える)，小諸，

須坂，前橋，高崎，館林，沼田，安中，伊勢崎，壬

生，二本松，守山（明治３年松川藩と改称)，仙台，

弘前，館（江戸期は松前藩。リノ]治２年成立)，秋田，

岩崎（江戸１１)]は秋田新田藩。明治３年成立)，小浜Ⅶ

丸岡，鯖江．富山新発田，与板，篠山，蝿舞（江

戸期は111辺藩。明治２年改称)，出石，豊岡，鳥取，

松江，姫路，福本（寛文３年立藤，ｌ１Ｉ５年廃藩。交

代寄合。慶応４年再度立藩)，三草，小野，岡山，

高梁（江戸期は松山藩。明治２年改称)，岡田，福

山，広島，山口（文久３年従来の萩藩から改称)，

和歌山，徳l;1J，高松，丸亀，松１１１，宇和島，大洲，

隔岡，久留米，ＩＩＢ津（江戸１０１は小倉藩。｜ⅡI治３年改

称)，中津，ＩＭＩ佐賀，熊本．延岡長尾（江戸期

はＩＨ中藩。Ilj]治元年成立)，鶴舞（江戸期は浜松藩。

ｌﾘ】治３年成立)，松尾（江戸期は掛川藩。明治元年

成立の柴山藩を経て明治３年に成立)，朝日１１」（江

戸期は山形藩。明治３年成立)，菊間（江戸期は沼

津藩。慶応４年成立)，高瀬注７（江戸期は熊本新田

鵬。慶応４年成立）

上記の（）ＰＬＩの記述を勘考すると，重複もしくは江

戸'01に実体のないものとして，次の諸藩が除かれる（但

し必嬰な場合には，「史資料」中のこれら識辮の紀述も

利用する)。

福本．長尾，繍舞．松尾，菊間（88藩中５藩）

②「江戸瀞邸内学校一覧」

以下に「江戸僻Kill内学校一覧」を表示する。

工戸kll校所モ

「
ノ

⑫神田′l､)lⅡＩＩＴ仮
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｢可

h｣

の9ピ

の110

①140/＊
各藩１０

］
］

、

のl6C
Ｗ１２面ｆｍｑ

Ｊ:矛

3／＊＊ｒｎ２３(］

IＤ 巻 １Ｍド詔 江戸邸校名（iiU立年） 江戸邸校所在地 備考

２ １ MＩｉｌ
[参勤］

文武教場（元祗年腫'１） 神田橋内→幸Wilﾉ]へ（松平
吉里［亨保９～延辛２］時
代に）

①1６

４ ２ 桑名
[定府］

校名不明（設立年不U］［松
平（久松）家時代］

２ ﾈ111戸
[参助］

進徳堂（文化13年８〃':）／
成章館（享保年!']－藩主一
族のため)＊

阻不 ①110/111
*出典：『神戸平川〔地力jMll土史』後
細（藩史大）

④5３

｢lＷ

’５

６

７

’８

９

｢’
、
１１

１０【２

1１

｢’

名古屋
[参勤］

犬111
[参勤］

岡１１iii
[?］

編肪
[参勤］

浜松
[参勤］

止然舎（文化１２年10)]）

弘道館（設立年不Ｕ１１〉

学問
要道

'⑭鉄砲洲（文化jU1）

④北八丁堀（文政

不m］

所（天保年llll611立）→｜①(所在不明)＊
館＊

｢IiWiZ7TmHJ壱iIrlilQl?］ヨ代）

校名不明（文化年ＩＨＩ）

１校名不朗（不Ｕ]）＊／「鬼1〕］
館ト称ス但設iYt以来名称二
変換ナシ（江戸藩邸学校全
上)｣*＊

⑫日比谷大名小路｡）本郷森
川町

不U］

不明*/*＊

ガ
①139

|蕊:灘鵜
④7３

①☆り明福 延重国治Ｉ→月明藩１ｍは０島す元藩超福返治島 宝原替２で滴 操一一・を４立領政成幕寛藩。Ｉ原立封並１戈伝一一成
☆慶応４年成立の府に|’illfに吸収
(＝浜松藩消滅)→ID841Ii8舞藩参
照。
拳①178/**①230（11叫郷藩報告）
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「
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２１１江FJhJjB ＩＦ１ｋｌｊ校､)T羽

式日館論瞬戒強 k①179/**④83/７
☆延享３年太田資俊以下７代１２２
羊就封。明治元年上総国柴山に転
封。明治４年松尾村に藩庁を移
す。→ID85松尾藩参照。

①浜lＨ ①205
☆慶応４年菊間に移封。紹
廃藩。→ID87菊間藩参照。

k①207/④７６
☆享保15年以後安定，存続。贋

ii荒鰄潔灘瀞
長尾藩成立)後，消滅。→ID83
＝墓参昭一

叩田橋知HPI（か、

①243-244埋司EI9EII雷ilI7g 団外桜田

'鱸内緬…鰯|瀧騨鞠臘
Ｌ＝ログＩＵＤ｡ＶＩＵＵ

１２Ｅ来館(天:保金

蝋鍵1簑蕊鱒慰の248

の254他/④9Ｃ５１乙ｌイノ

母御屋|譲急J妥導儒慰涜渋石

①ソロ

鷺会、
E子房毛し-VＺ

①342
☆庶民@

○小川町唯子橘漉

②日比谷御門内⑦浜町｜①362/366R誠館（蘆

IＤ 巻 |l］藩名 江戸邸校名（創立年） 江戸邸校所在地 備考

1２ ２ 掛)|’
[?］

(坦拭目館⑯噸戒堂（不明)＊ 西ノ窪邸学（稽古所)／
二邸学/常盤橋邸学（
館)/駒込邸故学*＊

鶴
口

目
*①179/**④83/７
☆延享３年太田資俊以下７代１２３
年就封。明治元年上総国柴山に転
封。明治４年松尾村に藩庁を移
す。→ID85松尾藩参照。

1３ ２ 沼津
[?］

明親館分校（文久年'|'） ①浜町 ①205
☆慶応４年菊間に移封。沼津藩は
廃藩。→ID87菊間藩参照。

1４ ２ 田中
[?］

日知館（万廷元年)＊ ⑯神田橋之外＊ *①207/④７６
☆享保15年以後安定，
４年＝明
収。田中鴬

存続。慶応
元年成立の府中藩に吸
は上総長尾に転封（＝

長尾藩成立)後，消滅。→ID83長
尾藩参照。

1５ ２ 佐賀
[参勤］

撰秀館（寛政８年） (、外桜田 ①243-244

1６ ２ 鶴牧
[?］

校名不明（不1ﾘ]）
[惨来館(天保年間。一説に
末年。藩主の学校)→呉服
橋内]＊

⑫呉服橘内⑦浜町土井堀

1７ ２ 一宮
[定府］

学問所（不明） ｢学問所ハ（略）便宜開設七
シヲ以テー定ノ場所ナシ」
①248

1８ ２ 佐倉
[参勤］

江戸成徳書院（天保４)＊
(天保８年１月**)渋谷御屋
鋪，八丁堀読書所**＊

不明
参：［要覧/武鑑］①渋谷
(安永，文化文久）

1９ ２ 多古
[参勤１

学問所（天保元年） 小石川
参：［要覧］④小石)||西富
坂上⑦小石ﾉlｌ（安永,文久，
明治）

2０ ２ 高岡
[参勤］

学習館（文久２年） ④小)'１町推子橋通

Ⅱ|秒…~ｒ＝Tｌ
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ＩＤ｜巻｜旧藩名’江戸邸校名（創立年） 江戸邸校所在地 考伽

校名ナシ（弘化以後） ①367-68麻生
[参勤］

2２ ２ 不明
参：［要覧/文化武鑑Ｉ④浜
町⑱深１１１小名木)1１（以上，
文化，文久，明治）

*①402/３
**①403/｢文化武臘」「藩名便覧」
(藩史大）

**坦桜１１１御'''１之ﾀﾄﾘli1赤坂Ult
if23131評

武芸小股（嚇永４以iij)/学
'１１]所（蛎氷４)＊

*①462
**(藩史大）

学問場（文久年間)/武芸
場＊
文武満究所（文化年間以
前)*＊

2４ ３ 不明山上
[定府］

①469-470
☆この藩は江戸期は大垣新田藩
(畑村落）［戸田氏成＝定府大名，
元緑元年立藩。寛政10年氏宥，畑
村に住む]・明治２年野村藩と改
称。（藩史大）

済美館（文久３） ⑬外桜田野村
[?］

2５

①474
☆八幡藩の別称。宝暦八年青山氏
から七代Ⅱで大政奉還。廃藩置県
により郡上郡となる。明治４年岐
阜県に編入された。（藩史大）

J〕青山足軽町命'小石１１１水道
橋外群(八幡)|mM堂'天Ｍ１'度）

2６ ３

＊「|Ⅱ藤ハ在府ノー小藩」とある。
①488
**①489/(藩史大）

救倫学校（弘化年ＩＨＩ)*＊
鯛|雛灸Ti噸|Ｍ
高富村（明治初年)]*＊

27131繍鵬

①504
*(藩史大）

文武舎（嘉永４）[嘉永５年
２月*］

溜池（天保11年以前)→(天
保12～15年）→外桜、新シ
橋（弘化元年～）

松代
[?］

2８１３

|修業館（安政元年） ①550
☆大給藩→奥殿藩→文久３年田野
口藩（佐久郡田野口村）→慶応４
年龍岡藩

麻布［→龍岡（明治元年)Ｉ龍岡
[定府］

2９１３

①558
☆藩主の111入り複雑。元緑・牧野
氏以後ずっと牧野。

校名不明（不明）小諸
[参勤I

不明
参：［藩史大」
道橋外①本所

３3０

牧野家Lp水

､Ⅲ
テパ教飢（不lﾘ1） ①565須坂

[参勤］
不明
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ＩＤ｜巻｜旧滞名’江戸邸校名（倉|I立年） 江戸邸校所在地 券llli

3213Ｗ耐
l9illii堂（不Uj）
博嶮堂（腿応３年11月)＊

江戸邸二ケ所［｣二厘1W〔及高
輪陣屋］
参：［要覧/大武鑑］空,赤坂
溜池端（明治まで）

①571/578
*(藩史大）
☆前橋城移転前は武川入IMI郡川越
①571

①58Ｃ

館林
|参勤］

求道館・減武場（安政４）
就外舎（分館，安政４）

⑫県１１１橋之内（求道館）’⑫
浜111Ｊ（就外舎）

①6143４ ３

敬修堂（天保年間）
散(llf堂（文久元）・学'１１１所
(弘化元)＊

番地）⑮江戸見坂(芝区葺手１町251職'@;，
沼田
[参勤］

進士ＩＮＩ（不UｊＤ
31機，

①6203６ 不明

Ｔ
校名不U］（不明） ①625不U］

*①636/④144
**(辮史大）に'成蝋(鵬'魁=文政9~茨|雰扁iiiHii殿,⑯三洲い＊政４＊*）

壬生
[参勤］

3８ ３

①693(宝暦年中～慶応年

(不Uj）

文学校＝④霞ヶ関(時宜[教
師宅］ニヨリ①永111町)/武
学校＝射的場(①氷H1111J）・
角打場(⑦長者九）・その他
(特二校舎ナシ）

文学校
''１迄）
武学校

二本松
[参勤］

3９

|養老館 *①694
☆水戸藩の支藩として元禄'3年に
成立。Ｕ)]治３年松川藩と改称。

藩主江戸邸内(｢字厩前ト唱
フ｣*）
参：［要覧］（､小石Ⅱ|大塚
吹上（明治まで）

守山
[定府１

健老館（武場の識なし）
(宝暦年|H1）

4０ ３

９
６

９
１ ７

⑰
③111N造館（文化７） 芝藩邸＊

4''311勘，
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考ＩＤ｜巻｜Ⅱ］辮名’江戸Ｉ【１１校名（6１

３（寛政８
上。素読教
79(！（安政
塊政９年１
(文政元年

立年） 江戸邸佼所在地 llli

①723
＊『弘前市史」（藩史大）

117興学l11j所＝(]ﾐ'南長屋（本
所ニツ目）弘近鮒＝江戸藩
邸上屋lZ〔/再I)M＝大川端'1二１
厘'1k＊

校名不明’
年中廃止。
学１１１]所再9（
弘道館(yZI
→再lMl（文

）→文化
授任命－，
年中）
１月成立）
８月)＊

42131謬Al

31W，
化浅]ｌｉｌＬ新寺１１１Ｊ（[要覧l下谷
新寺１１１１）（正徳５年９月～
U]治）

④170
☆館辮→Ｄ１治２年６月松iii氏の版
籍奉還で成立（藩史大)。江戸期
は松前藩。

1ﾘ}倫館（天保11年）4３

①863-4下谷三味線堀
参：［要覧］ＥＥＩﾉ]神111旭I[1]・
(天和二年類焼，翌年下谷
へ）下谷七軒Ⅲ『

日知館（不llJD
小''３１鋤，

①865/☆元禄14年秋H]新(}1藩成
立。定府。明治元年秋U1に移り，
３年岩崎藩成立。江戸期は秋111新
H1藩。
＊「秋111県岩崎町郷土史｡ｊ（辮史
大）

浅埒〔→移転（分館アリ）
参：［滞史大］（しj浅草鳥越
(]f)はま丁（｢文化武鑑』）

勅典館（不iﾘ}）
学館＝勅典館（義純の代）
[文政～嘉永年IHI］にfil1始＊

１１

舗脚３4５

②３
＊「旧小浜藩学制沿TlIk取調要'二1｣，
赤見貞著『蜘蛛の綱」（藩史大）

信尚館（文政元年＊ノチ誠
正館二合併)/必観楼/識正
館（安永２年頃*）

④目平橋（信尚iWl）④浜町
(必観楼）⑦牛込（榊正館）4614Ｗ

４７

②75/④180
☆享保５年成立の藩。
参：稽古所(略)一惜陰堂(略)舵ノ
ロ/麻布教授所(天保４年)麻布古
)'１町→腱応３年廃''三（｢鮒江藤学
制」「鯖江市史」別巻）

瀧古所(文化'01-惜陰堂|ｼ韻)1,Ⅱ藤蝋一丸(天保12改称）４８１４|鶴，

丁
★有無やや峻昧だが,｢江戸藩邸内
二於テ往廿ヨリ下士以上ノ者(略）
又ハ子弟ノ者ニテ文武ノ両道ヲ兼
修セシム」②259により有として
処理。

嵩111
[参勤］

校名不llU（不Ｉﾘ1） 不肌

②273（②279/②294）
*参：［要覧１

校名不明（第十世直諒［享
和２～天保９脾）5olil蝋Ｉ

不lU］

51Ｎ霞， ②310学'111所（不U]） 不U］
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mPUilj校弔 コハiM51rRIT系

②

②322
☆元和８年田辺藩成立。U]治２白
紀伊国のH1辺藩との混同を避けＺ
ために改称。江戸期は１１１辺藩だ力
この藩名での報告なし（紀州田孟

②395/④

変→稽古場（天保６～｜④麹町２丁ロ（文武両旧

変→1曹古堂（天Cｆ

0,1５１５１鳥耶

彦甲

GD466
＊「雲藩職制｣，「松江市
[北高等学校百年史｣，
島根県の教育史」（藤生

麹’｜篭懲|霧；
皿へ柊

８１６１姫騨

反毛
窪雛 歯寛文３年立祷ｃ

鎮耐武力浴自領の

涙十Ｆ琵己竺

孜代を経て腹
iiFn（藩史大）

明 ｜②555
蛍田（仮学校)＊ ｌ＊(藩史大）
１１雲[管１文lH[武鑑⑮外｜★江戸ＩＤＩは仮学校，錐

鎖道頗（大止年間）→三厚
へ（維新後）

『轆纏iii１つそ撃
庫屋（顕道館)＊

蚤Ｈ１

5''６１機

IＤ 巻 |日藩名 江戸邸校名（倉Ⅱ立年） 江戸邸校所在地 Mii者

5２ ５ 篠山
[参勤］

校名不明（不明） 不明 ②322

5３ ５ 録鶴(田辺）
[参勤］ 済元ヲ

美堂（以成ノ時［＝文化
～文政８(藩史大)］仮校
設ケ）

不明

年るが辺２けだ田治避藩州明を辺紀
②322
☆元和８年田辺藩成立。
紀伊国のH1辺藩との混同

１１－

１
ために改称。江戸期は
この藩名での報告なし
はある)。

5４ ５ 11｣石
[参勤］

校名不’１ 不U］ ②395/④243

5５ ５ 豊岡
[参勤］

武学校→稽古場（天保６～
文久２)＊
学校→稽古堂（天保５)*＊

④麹町２丁ロ（文武両校)＊ *②405
**②412-3

5６ ５ 鳥取
[参勤］

学lMI所（天保14）
ママ

*⑭八代洲海岸 ②459

５ 松江
[参勤］

校名不明（宝暦８)＊ 不明＊

寵議)(艤匪織紘|狭鍔瀞醗内→翌年松

5８ ６ 姫路’校名不U](不Iﾘ1）｜江戸龍ハ｣邸内

[?］’

6０ ６ 三草
l定府Ｉ

頚道館（天正年間）→三草
へ（維新後）
仮学校（文政年間）→優
４年藩主帰国に伴って三
陣屋（顕道館)＊

豊
く廃後立治なも以度明ｒぐ・卿は銅鍛揮酬鋤》雷》》罰幻》６》蠅鍼錐儒５史戸４酔鑓繩繍鈍濡醗囑紅泳》外①鑑＊武ｊ政巍文阪飼

明明桜・・田明一
田塵

不不外参桜不一
９２久文→明不リ

不ｊ名絶校廃本－福旧
６１ｑ）｜、

ｊ明一、卯Ｉシナ名佼
ｌ櫻麹ノー

６１６



｢江戸藩邸内学校の研究(－)」 4５

〕Ｉ塾 /IFIlluj柾HIT平

可鯛陵昧だが，次により
L理→「江戸藩邸亦儒員

及在ハル
」②599

②６

冊7Ｗ:誼吾生

528-629/②635/④2６

Ｚ政初手］→1LLF諏之’穆
司ＢＨｍｈ寸識土巴Ｌ１「｡区弍ｒｌＩｇ

上'三叡

参：［要ｹﾞ
ｲ守弗～Ⅱ

②656/②
＊す久３ 孜親が萩飼

k'W7T＝岳、

③８
吏武場|蝉Wi鍵]鼎

］教

'5’７１鵜
奴喰】軍ク

Ｈ）ＺＬＦ
工戸赤販

IiEJlｲﾐﾛ１日

[)企 勝受

６２ ６ 岡山
[参勤］

校名不明（不明） 不明

て藩講テしキーーシと置院ヲ有ヲ書士り員小諸よ儒ヲノ９に亦書邸弱次邸経在②
有無暖昧だが，
処理→｢江戸藩
学ト同シク(略）

及セシメ諸職員
之二聴力シム」

6３ ６ 高梁(松山）
[参勤］

学'1M所ｏｒｲｺﾞ終館(勝IWi［孫
氷３～*］以iiii?/安政２）

q>外桜HllIill内(嘉永3ｕＩｉｉ?／
安政２～/その後不定） １

２治汎ｏＰｒ術Ｉ
藩。山称松改はと期慨３覧戸梁印璽江高②Ⅷ☆年

6４ ６ 岡田
[参勤］

校名不明(学校及び演武場）
(不ＩⅢ）

｣i'']､石Ⅱ|猿楽町 ②623

6５ ６ 福
[参勤Ｉ

丸山邸＝本郷
参：［要覧］’⑬水郷丸山町
(安永～明治）間之永学誠嘉邸戸Ｉ山江１九→場戸－武江年文Ｉ初内シ政邸ナ文同名－－

－校所館７
②628-629/②635/④262

6６ ６ 広島
[参勤］

澱学所（不Ｉﾘ}） 上屋敷
参：［要覧］（1.桜lll霞ヶ関
(安永～|ﾘ}治）

②655

6７ ６ 山l」(萩）
[?］

有l1ili館（天保） 不1U］ ②656/②741
☆文久３年に敬親が萩城を出て山
口に移り藩政を行ったため従来の
萩藩の名は消え，’１１口藩と称する
ようになった。

6８ ７ 和歌山
(御三家）
[参勤１

明教館（寛政４）→文武場
(慶応年IMI）
教館（寛政４年）国学所

(嘉永７年11月）蘭学所（同
12月）江戸武芸場（安政２
年江戸赤坂)]＊

瓢鰯戊坂・・喰化赤参坂文
内山屋敷

鰯
/文化武鑑］〔､'赤
南八丁期)(安永，

文久）

②832
＊「南紀徳)||史」第十七冊（藩史
大）

6９ 長久館（安政３～元治元＝｜八丁堀邸島徳７

参：［要覧］愈南八丁堀(安ﾊﾙ藩地ニヨリ庵）勤参
永～明治）

愛宕下新シ橋外藩邸|ﾉ］
参：［要覧ｌ上桜|}|新シ|i(；
之外（安永～'１１１桁）

|ID|巻|'､藩名’ 江戸邸校名（創立年）

llmJ二
ｲﾐ明

江戸邸校所在地

(2ﾘ879
＊『九

ｌｉｌｌｉ考

脳IlT史.（（藩史大）
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|ＩＤ|巻｜旧藩名｜江戸邸校名(6Ⅲ立年） 江戸邸校所在地 術 券

②887校名不明（不明） 不覗

②8［

江戸学問所（復学舎・武棚
[天Ｕ１４Ｄ→元治元廃[在ＩＩｌｌ
ノ士卒本滞帰還ニヨリ］

不U］［江戸極ケⅢiilfIIlⅡ
参：［要覧］（､桜[I]'1,ケ|H］
(安永～明治）

③9/21-2
75181鶴， ☆参：江戸学'''１所（天U]４年）江

戸霞ケＩ)9藩邸一生徒数150～160
名。敷地不詳。１Mk物几４１坪。元
治元年廃止。（藤史大）

③4６校名不明（不UI） 不明久IRI米
[参勤］

７６

③73/(71）
☆明治２年小倉からｊｌｌｔ津と改称。
同３年豊津藩成立。江戸101は小倉
藩。

⑫神田橘|ﾉＩ111A永館出張所（迩政３）1MN[I上(小倉）
[?］

８7７

③7７（③79に「江戸御稽古場」と
ある｡）
＊『中津歴史」下，『L,j城遮|H1」
(藩史大）
☆享保２年奥平日成の中津入封以
来定蒜。

木挽町七丁目/二本ＩＪＩ
参：［要随］⑭木挽Ⅲ]vlﾘl留
:橋（安永～明治）④鉄砲洲
(同）（fiう芝二本榎(同)i''5輪
(文久）

中i〔'１
[参勤］

佼名ナシ（天ＩｌＷＦｌｌＭ－(膨下’
内に設置*）

7８ ８

学'M1所･武芸麟謝所(天UⅡ|鵜,fli壺市i:liilM識!'u鉄砲，'’７）'
③92-47９１８ 岡

[参加１

沼池藩lﾌﾞ]-,,望桜田上屋ｌｌｋｌ③152
(文政８→明治）

U|藤堂（文政年''１１）佐斑
[参勤１

１８０１ ８

;佼名不明（典政２年） ③212
81懲１１，

不U］８１



｢江戸藩邸内学校の研究(一)」 4７

｢可

［」 。lLlI校宅 LLPlklI夜H1｢沼

蝋蝿ﾄﾞ|鶏
８２１８１刃iHiYI り

２年県藩から延岡溌
、内藤iHr樹稗針機．

①222-223
☆転封前（明治元）１コ
す。江戸期は田中藩。
田中藩参照。
☆汀戸邸柁は１日田中篭

1師

、

①229-230
☆鶴舞藩は慶応４年府中（駿府）
艦成立による浜松・井上正直の転
封により明治３年に成立。江戸戴
は浜松藩。→ＩＤ１１浜松藩参照へ

８４１２１繩翻

①232
☆明治元年成立の柴山藩iii
治３年荒地を開拓，藩庁を
この地を松尾村とし翌年穏
尾藩成立。江戸期は掛川Wｌ

４
Ｆ
Ｆ

①
☆B６１３１ｉＨｊｌＥ

☆江戸期は山Ｈ

膠藩の報告でiE
l呼不２，日．－ｍ利

(①234/④55）
☆慶応４年の徳川駿府移封による
侶津藩（ＩＤ１３参照）水野忠敬の移
賑により成立。市原郡菊間左民
ｿToU1MF叉大）

☆江戸jU1は沼津藩。

８８１１露
再〆則弟湘

白は，「史餐

;４年高瀬鷺
一戸lSFiFn刀

訂央三lXljliLLP府内諸勝邸肉
の籾洲１，６０の沖（１）

:鶴!i菫議灘蝋i瀬i;鯛練
定府/参勤：定府大名，参勤大名であること

④江戸邸校所在地：所在地を判断する手掛か’
⑬④⑮は上・中・下屋敷の略表記。

:欝糧ii:i繊蝋j;:i鑿
（藩史大）は藤井貞文・林睦郎監修「藩史大

⑧＊印はＩＩｌｉ考＊に対応し，無印は備考無印に;

「円凹□｡シ可已ＴＴ皀匝し

雲りlL」昭和51･秋田書

(次号へ続く）

、 巻 １日藩名 江戸邸校名（創立年） 江戸邸校所在地 |iｉｉ考

8２ ８ 延岡
[参勤］

崇徳館（文化12） 虎ノ門邸
参：［文化武鑑］内藤氏(文
化期）（19虎門内（藩史大）

③243
☆一説に明暦２年県藩から延岡藩
へ。延享４年の内藤政樹移封後，
明治へ。（藩史大）

8３ ２ 長尾
[明治立藩］
[?］

Ⅱ知館（|ﾘ]治） (IiJ神田橘之ﾀト ①222-223
☆転封前（明治元）は|}|中藤と称
す。江戸期は田中藩。→ＩＤ１４の
田中藩参照。
☆江戸邸校は１日田中藩に同じと見
る ◎

8４ ２ 鶴舞
[明治立藩］
[?］

克明館（1ﾘ]拾） 明 ①229-230
☆鶴舞藩は慶応４年府中（駿府）
艦成立による浜松・井上正直の転
封により明治３年に成立。江戸期
は浜松藩。→ＩＤ１１浜松藩参照。

8５ ２ 松尾
[明治立藩］
[?］

拭目館，lIIIil戒堂（不'1)]）
☆１，１２槻Ⅱ|藩参照

不ＩⅡ］
☆ＩＤ１２柵)||藩参照

２

明・松史・造・藩主築るＩ勝を移藩藩庁年川山藩翌掛柴，しばの拓と期立開村戸成を尾江年地松。元荒を立治年地成泌明３の藩ｊ①☆治こ尾大
8６ ３ 朝日山

[明治立藩］
[?］ 山有てしのし但校と１．邸有間藩戸を年形江藤保山での

天

は上川こ期報（
育英館
☆江戸

の形藩
無不明。
採用。

江戸上邸(中下邸ニハ儒貝） ①429
☆明治３年111羽国山形藩［irWf主交
代盛ん。幕末近くは，弘化２年水
野忠精－忠弘］の忠弘の転封によ
り成立。（藩史大）

8７ 菊間
[明治立藩］
[?］

Ⅱ〕１３沼iflf藩参照 ]l)１３Ｗ{↑lLWIf参照 (①234/④55）
☆慶応４年の徳)||駿府移封による
沼津藩（ＩＤ１３参照）水野忠敬の移
転により成立。市原郡菊間を居
所。（藩史大）
☆江戸jU1は沼津藩。

uiil
：
④

：

成章館（不明)＊

ＩＤ：この麦の整理番号。
巻：「日本教育史資料」の巻数を示す。

不朋＊

旧藩名：取調府県報告・藩主報告・取調無記による。
定府/参勤：定府大名，参勤大名であることを示す。
江戸邸校所在地：所在地を判断する手掛かりを示す。
⑬④⑮は上・中・下屋敷の略表記。
備考：典拠と処理上のコメントなどを示す。
例えば「①12」は「１１本教育史資料」の第一分冊12頁，を示す。
｢要覧」は井上隆明編箸「江戸諸藩要覧』昭和57．東洋書院
(藩史大）は藤井貞文・林睦郎監修「藩史大事典」昭和51卯秋田書店

⑧＊印はIIIli老＊に対応し，無印はlii老無印に対応する。

☆江戸期は熊本新１１］
成立)。
料」に
成立。

*名倉英
学校の概況」 眸鐙澪・蛎一趣郡蒋關瀧山一袖輻》港研蝿一癖匹叱縊輌ル｜岬但唾亜潅鰄’



社会学研究科紀要第４０号１９９４4８

3．鈴木暎一「定府｣，IjR1史大辞典編集委貝会編「国

史大辞典第七巻」１１１(和６１，吉川弘文iW1，ｐ､６６４，

所収。

４．名合英三郎「資料編二「ロ本教育史資料」藩校別

事項索引付凋査未済藤一覧郷学事項索引」（｢｢日

本教育史資料」の研究」1986,所収。ｐ、５２３以

下）によれば，「史資料」で言及されている藩の

数は，なお若干増加する。

5．岱山藩（｢江戸藩邸内二於テ往昔ヨリ下土以上ノ

者(略)又'､子弟ノ者ニテ文武両道ヲ兼修セシム」

②259）ならびに岡山藩（前掲表ＩＤ６２の備考参

照）は有無暖昧だが，（）内の記述により有とし

て処理した。

6．（）内の藩の成立愉況1こついては，藤井貞文・

林睦郎監修「藩史大辞典」昭和５１，秋田谷店，

を利用した。

７．名倉英三郎「江戸府内諸藩邸内学校の概況」ｐ､６０

の注（１）に，『史資料」第四冊の「目次巻十参照」

の「１日蓮池藩」にある「成章館学記」（④379）は

高瀬藩江戸邸内学校の学記，とあるのによる。

注

1．先行研究に次のものがある。

名倉英三郎「江戸府内の諸学校と諸藩邸内学校」

（東京女子大学付属比較文化研究所「紀要第45巻と

1984，東京女子大学付属比較文化研究所，Ｉ〕Ｐ７１－

８０，所収）

同「江戸府内諸藩邸内学校の概況｣(多賀秋五郎縮

薯「藩学史研究』昭和６１年，巌南堂，pp55-61，

所収）

２．１M度の原初形態は，鎌倉時代に遡る。室町１W府も

戦国大名も織豊政権もこの種の制度を採ⅡＩした。

池川幕府での正式の制度化は，寛永１２年（1635）

６月２１日の「武家諸法度」第二条の「大名小名

在江戸交替所相定也，毎歳夏四月中可致参勤」に

よる。文久２年(1862),内外情勢の緊迫化に伴い，

大名は３年に１年またはｌ００ｐの在府，その妻・

嫡子はともに在府・在国自由となった．（丸山雍

成「参勤交代」国史大辞典編集委員会編「国史大

辞典第七巻」l凧和６１’吉川弘文館，ｐｐ､522-3,

所収）


